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作成年月日

縮　　尺

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

支線8号排水路　町道横断工詳細図

福岡県土地改良事業団体連合会

4 - 1 2

支線8号排水路　町道横断工詳細図

平 面 図
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令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（丸山4工区）
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図示

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

支線9号排水路　現況取付工( 1 )詳細図

福岡県土地改良事業団体連合会

4 - 1 3

支線9号排水路　現況取付工(1)詳細図

平 面 図
S=1:100

横 断 図
S=1:100

1 断 面

DL=55.00

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

令和6年  月  日
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令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（丸山4工区）

溜桝　D-1型

落差工
塩ビVU管Φ350　L=8.0m
塩ビエルボ45°Φ350　1個
塩ビエルボ90°Φ350　1個
溜桝B-1型



図示

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

支線9号排水路　現況取付工( 2 )詳細図

福岡県土地改良事業団体連合会

4 - 1 4

支線9号排水路　現況取付工(2)詳細図

平 面 図
S=1:100

横 断 図
S=1:100

1 断 面

DL=65.00

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

令和6年  月  日
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令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（丸山4工区）

溜桝　D-1型

溜桝　B-1型

溜桝　B-1型

掛樋300型

L=3.0m

溜桝　B-1型



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

勾 配

盛 高

切 高

計画高

地盤高

追 加
距 離

点 間
距 離

測 点

曲 線

右田高

左田高左田高

右田高

令和6年  月  日

支線5号道路縦断図

V = 1 : 1 0 0
H = 1 : 1 , 0 0 0 4 - 1 5

福岡県土地改良事業団体連合会

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)
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令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（丸山4工区）

全幅員4.0m　有効幅員3.0m  砕石舗装　　L= 151.0 m



工 事 名

図 面 名

作成年月日
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H = 1 : 1 , 0 0 0 4 - 1 6

福岡県土地改良事業団体連合会

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)
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令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（丸山4工区）

U-300B　　L= 258.0 m U-300B　　L= 217.0 m
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令和6年  月  日

支線 8・ 9号排水路縦断図

V = 1 : 1 0 0
H = 1 : 1 , 0 0 0 4 - 1 7

福岡県土地改良事業団体連合会

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)
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令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（丸山4工区）



溜 桝 （ 落 水 桝 ） 配 筋 図   H = 1 . 2 0 m 型

型　式

F-１型

G-11型

径
総重量
    (kg)

単位重量
     (kg/m)L1 ΣL ΣL ΣL ΣLL N L N L N L N

5  D - 1 3  2 5 0 c t c

4  D - 1 3  2 5 0 c t c

3  D - 1 3  2 5 0 c t c1  D - 1 3  2 5 0 c t c

数量表

溜桝（落水桝）配筋図
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工 事 名

図 面 名

年 月 日
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会 社 名

事業(務)所名

図面番号

R=140

福岡県土地改良事業団体連合会

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（丸山4工区）
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付 帯 工 標 準 構 造 図

付帯工標準構造図

畦畔工

（Ｈ＞1 . 7の場合）

（Ｈ≦1 . 7の場合）

田面排水落口保護工
柵工１スパン 簡易ＰＣ版Ｔ－４ｔ橋

※　監督員と打合の事

機械進入路橋図

　　による転圧を行ない、コンクリート部に土砂が混入しないように

※　底張コンクリート打設にあたっては、床均し又はコンパクター等

　　基準の寸法に仕上げなければならない。

Ｈ＞１．０ｍの場合

用水受桝設置図

※　法勾配の変更及び小段の位置・幅等に

　　ついては、監督員と打合せる事。

　　種子吹付の仕様については、排水路工

　　標準構造図を参照の事。

※　Ｈ＞1 . 0 mについては、種子吹付を畦畔

　　天端まで行なうものとする。

コンクリートブロック積標準図

　　ばならない。

　　3 . 0 m 2に一箇所以上設置する。

※　裏込材は、下記を標準とする。

※　基礎砕石施工にあたっては床均しを行い、割栗石

※　水抜パイプは、硬質塩化ビニール管V Uφ4 0 m mを使用し、

全体仕様　※　使用材料については、監督員の承認を得る事。

　　5 0～1 5 0 m mを敷並べ目潰材（クラッシャーラン（再生材）4 0 m mまで）

　　2 0％を充填し、コンパクター等で転圧しなけれ

畦畔ブロック

道路工

※　ブロックはＡ種の控長0 . 3 5ｍを使用し、谷積みとする。

※　胴込コンクリートは、1 8 - 8 - 2 5を使用すること。

特別仕様書・図面参照のこと。

※　構造図の各寸法（設計値）については、別紙ブロック

※　１スパンは、9 . 0 mを標準とし、継目には伸縮目地

　　（エラスタイト等）を設ける事。

クラッシャーラン（再生材）

    積断面図等を参照すること。

排水路工

用水路工

（Ｈ＝１．５０ｍ以下）Ａ 型

（Ｈ＝１．５１～３．００ｍ）Ｂ 型

（Ｈ＝３．０１ｍ以上）Ｃ 型

L1 L2
Ｈ

計

法 面
Ｈ

計

法 面
nH

Ｔ裏コン厚 Ｈ2Ｈ1
N=0.6N=0.5N=0.4N=0.3

Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3

Ｔ裏コン厚
N=0.3 N=0.5N=0.4 N=0.6

２型

１型

３型

４型

１型

２型

３型

４型

0.8

0.6

0.9

0.7

0.4

0.2

0.3

0.1

0.0

0.5

H≦1.0

1.7＜H

1.0＜H≦1.7

４型

２型

１型

３型

裏コン厚 Ｔ
N=0.4N=0.3 N=0.5 N=0.6

1.83

1.97

1.41

1.691.34

1.26

1.48

1.12

1.55
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0.91
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0.35 0.700.35

〃

3.08

2.92

2.10

3.04

2.11

2.45

3.39

3.23

2.42

2.88

2.57

2.26

2.73

1.76

〃

〃

〃

0.35

〃

〃

〃

2.77

2.61

1.0

1.2

1.2

〃 0.60

0.65 0.85

0.80

0.10

〃

0.650.45

〃

0.85

0.70

〃 0.65

0.50

0.60 0.80

0.15

〃0.55

〃 〃 〃〃 0.60 0.65 0.850.80 〃

0.90〃 〃
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0.55 0.75〃 〃 〃 0.60 0.80
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〃〃１０
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２０

１０ 〃 〃 0.65〃 〃
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〃 0.70

0.65

0.500.15
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0.700.500.10
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0.650.45

0.55 0.75

0.80
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〃 〃〃 〃

〃
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0.550.20

0.90

0.750.150.150.30

0.600.25
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0.800.750.750.55 0.550.20

0.75〃 0.700.65 0.85 0.90 0.90 〃〃 0.70
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0.200.25 0.700.500.40

〃 0.800.75 0.95 1.00

〃 〃 〃〃
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1
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底
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厚
田 田

田
道路

道路

Ｕ
型

溝
蓋

２
種

進 入 路 工
L=4H

※　監督員と打合の事

境界杭設置図
プラスチック杭

45×45×600mm

０cm

０cm

Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3 Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3 Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3

Ｂ2 Ｂ3 Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3 Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3 Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3Ｂ1
Ｈ2Ｈ1

Ｂ2 Ｂ3 Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3 Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3 Ｂ1 Ｂ2 Ｂ3Ｂ1
Ｈ2Ｈ1

L1 L2

 0.5

H
―
2

 0.5

1
:
n

 底張コンクリート
18-8-25

 基礎栗石
割栗石　50～150mm
目潰材(RC-40mm以下)

受桝 2 4 0型

道路

表土面

排水桝　5 0 0型

田面排水桝設置図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺　　度

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

5 - 1

令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（見六・丸山工区）
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コンクリート舗装標準図

※　伸縮目地（エラスタイトｔ＝０．０１ｍ）は５ｍ間隔とする。

再生クラッシャーラン （RC-40）

１８－８－２０

※　伸縮目地（エラスタイトｔ＝０．０１ｍ）は５ｍ間隔とする。

再生クラッシャーラン （RC-40）

１８－８－２０

支線道路

耕作道路

 粗面仕上（ハケ又はホウキ）

コンクリート舗装（支線道路）

路面排水処理工

 路肩盛土
（人力）

コンクリート舗装（耕作道路）

 路肩埋戻
（人力）

 路肩盛土
（人力）

 路肩盛土
（人力）

 路肩埋戻
（人力）

 路肩盛土
（人力）

 路肩埋戻
（人力）

Ａ型（両側法有）

Ｂ型（片側法有、片側Ｕ字溝有）

Ｃ型（片側法有、片側法無）

Ｄ型（片側Ｕ字溝有、片側法無）

Ｅ型（両側法無）

Ａ型（両側法有）

Ｂ型（片側法有、片側Ｕ字溝有）

Ｃ型（片側法有、片側法無）

Ｄ型（片側Ｕ字溝有、片側法無）

Ｅ型（両側法無）

 路肩盛土
（人力）

 路肩盛土
（人力）

 路肩盛土
（人力）

 路肩埋戻
（人力）

 路肩盛土
（人力）

 路肩埋戻
（人力）

 路肩埋戻
（人力）

 路肩埋戻
（人力）

 路肩埋戻
（人力）

路体工

路体工

路体工

路体工

路体工

路体工

路体工路体工

路体工

路体工

※ ( )書きの数値は、全幅員 5 . 0 0  ｍの場合

路体工路体工

Ｆ型（両側Ｕ字溝有） Ｆ型（両側Ｕ字溝有）

道路工標準構造図

道路工標準断面図

道路工標準断面図

※　路体工は、 ブルドーザーにより１層 0 . 3 m 以下で履帯転圧を行う事。

※　使用機種については施工計画書に明示し、監督員の承認を得る事。

※　使用材料については、監督員の承認を得る事。

（まき出し厚）（仕上り厚）

隅切りの一辺の長さ 単位：m
交差する農道

の車線幅員　 ３

ａ

４ ５

３

４

５

ｂ

２．０ １．５ １．０

０．５

０．５０．５

１．０１．５

１．０

 隅切りの一辺の長さ

路体工（両側法面有り）

路体工（片側法面有り）

路体工（法面なし）

 粗面仕上（ハケ又はホウキ）

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺　　度

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

道 路 工 標 準 構 造 図

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

5 - 2

令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（見六・丸山工区）
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用 水 路 工 標 準 構 造 図

用水路工標準構造図
Ｕ字溝・分水溝布設

掛　　樋　　工

用水路屈折工参考図

用水路落差工図
取水円管布設工(直接)

取水円管布設工(道路横断)

Ａタイプ

排水路型

Ｂタイプ

２４０型 ３６０型３００型

４５０型 ６００型

（モルタル１ｍ3当り数量）

項目

規格

0.42 0.240.24 0.0450.24 0.050U-240

0.300.480.060 0.0500.30 0.30

0.0650.36 0.36 0.050 0.360.59U-360

U-300

U-450 0.45

U-600

0.070

0.60 0.60

0.43 0.055

0.0700.080 0.60

0.69 0.45

0.86

1.101:1

0.531:3

0.721:2

［ton］

モルタル

配合比区分

セメント

0.75

［m3］

洗砂(細目)

0.95

1.05

区分

使用

規格

項目

b ca H E

寸　　　　法　（ｍ）

0.19 0.350.25 0.2200.25U-180

0.420.2900.240.320.33U-240

0.40 0.38 0.30 0.480.360

0.74 0.60 0.860.680

0.440.46

0.69

0.70

0.43 0.520

0.4250.36 0.59

0.540.56U-450

U-600

U-360

U-300

ｈ ≦ 1.0 1.0

1.0 ＜ ｈ ≦ 1.7 1.2

※小段有り1.7 ＜ ｈ 1.2

ｈ ｎ

1
: 1
.
0

1
: 1
.
0

1
: 1
.
0

1 :
n

※ ヒューム管以外の材料を使用する場合は、監督員の了承を得ること。

　　ついては、監督員と打合せる事。

※　法勾配の変更及び小段の位置・幅等に

※　目地モルタルは、目地コテ仕上げとする。

g fa d B H

寸　　　　法　（ｍ）

(0.3)
 0.5

 Ｂ型ヒューム管　φ＝150
　　（外圧１種）

1 D 1 3
2 D 1 3 2 D 1 3

1 D 1 3
2 D 1 3

1 D 1 3

1 D 1 3
2 D 1 31 D 1 3

2 D 1 3

2 D 1 3

1 D 1 3

 躯体コンクリート 
σck=21-8-25

 掛樋受台
σck=18-8-25

使用

区分

1 :
n

落差（溜桝）工

1　1 . 7 0≧ H＞1 . 0 0 mの場合

落差（溜桝）工

2　Ｈ＞1 . 7 0 mの場合

塩ビVU管

受け台 受け台 受け台

受け台受け台

　・　許容延長を超える場合は、監督員と打ち合わせる事。
　・  切欠の有無及び、位置については、監督員と打ち合わせる事。
　・　鉄筋 2 の ※(径)については、許容延長により決定する事。
　・　鉄筋のかぶりは、６cmを標準とする。
　・  鉄筋の規格は、ＳＤ３４５同等品以上とする。
〔注意事項〕

m/mｍ ｍ ｍｍ
ｔ

床 版 部

６００型

４５０型

Ｈ

２４０型

ｔＢ

３６０型

３００型

規  格

分

0.24

用
区

0.24 0.13

使

0.30

0.36

0.45

0.60

0.30

D

0.45

0.60

0.36 4.9

4.7

5.0

4.6

4.9

許容延長(m)

ｃｔｃ
ｍ

鉄　　筋

D13mm

使用鉄筋 2

13

13

13

13

13

0.88

1.06

1.24

1.51

1.96

0.25

0.25

0.25

0.25

0.25

D16mm

6.3

6.2

6.1

5.9

5.6

7

8

8

14

本

11

N

1

ｍ

2

m/m
D

※

※

※

※

※

0.13

0.13 0.13

0.13 0.13

0.13 0.13

0.13 0.13

L

1:0.3

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺　　度

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

5 - 3

令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（見六・丸山工区）
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 コンクリート σck=18-8-25

 巻立てコンクリート σck=18-8-40

 均しコンクリート σck=18-8-25

 塩化ビニール管VUφ150

 目地モルタル配合比　1:2

 均しコンクリート σck=18-8-25

 敷モルタル配合比　1:3

 敷モルタル配合比　1:3

 均しコンクリート σck=18-8-25

 目地モルタル配合比　1:2

 均しコンクリート σck=18-8-25

 敷モルタル配合比　1:3

 目地モルタル配合比　1:2 0.13
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排 水 路 工 標 準 構 造 図

※  ブロック積の詳細については、

    ること。
    別紙図面（構造図等）を参照す

※　基礎栗石使用については監督員
　　の承認を得ること。

※　使用材料については、監督員の
　　承認を得ること。

　　　　　　　　より転圧を行い、入念に仕上げなければならない。

　　　　　　　　人力で入念に仕上げなければならない。

※　掘　　削　　掘削工法は機械掘削とするが、基礎に接する部分は基礎地盤を傷めないよう、

　　　　　　　　２．種子吹付工は、発芽・植生の確認をもって完了とする。

　　　　　　　　ならない。

　　　　　　　　ならない。

※　盛　　土　　盛土は機械投入（槙出し厚　0 . 3 m以下）とし、人力及びコンパクター等に

※　法面仕上　　法面仕上げ（切土面・盛土面）は、機械及び人力で入念に仕上げなければ

　　　　　　　　より転圧を行い、コンクリート製品等を傷めないよう入念に仕上げなければ

※　埋　　戻　　埋戻は機械投入（槙出し厚　0 . 3 m以下）とし、人力及びコンパクター等に

※　種子吹付　　１．種子吹付にあたっては、人力により法面整形を行った後吹付を行うこ

　　　　　　　　　　と。

　　行い、3 0 c m毎にまき出し、コンパクター等又は、
　　人力で充分突き固めること。

※　柵渠の埋戻しについては、良質土（流用土）で

　　監督員と打合せること。

※　柵渠の種別はI I型とする。

※　法勾配の変更及び小段の位置・幅等については、

※　柵板の最下段は最下段用の切欠付を使用すること。

※　溝縁（Ｔ）は、0 . 3 mとする。

    監督員の了承を得ること。
※  ヒューム管以外の材料を使用する場合は、※  田面排水管を柵渠の天端に設置する場合は、監督員と打合せのこと。

排水路工標準構造図

鉄筋コンクリートＬ型柵工布設図
排水路工（鉄筋コンクリート柵工）

（Ｈ≦2 . 0 mの場合）

排水路自然落差工図

排水路工（鉄筋コンクリートＵ字溝）

（2.0<H≦3.0mの場合）

排水路溜桝型落差工図 田面排水工（道路横断図）田面排水工（直接）

1:n

1:n 1:
n

（ｈ≦1 . 7の場合）（1 . 7＜ｈの場合）

（ｈ≦1.7の場合）

1:n

1:n

（1.7＜ｈの場合）

　　転圧を行い、コンクリート部に土砂が混入しないよう基準の寸法に仕上

※　底張コンクリート打設にあたっては、底均し又はコンパクター等による

　　げなければならない。

ｈ

1.7 ＜ ｈ

ｈ ≦ 1.0

1. 0＜ｈ≦1.7

規格区分

使用 数量
ＥＨＣｂ

※　Ａは、掘削幅

Ａａ

0.89

0.79

0.520

1.06

0.62

0.35 0.55

0.68

0.680

0.48

0.42

0.59

0.38

0.425

0.360

0.60

0.290

0.30

0.43

0.36

0.24

0.19 0.220

0.70

0.54

0.32

0.440.46

0.25

0.74

0.40

0.56

0.25

0.86

0.69

0.33

1.2

1.0

1.2

U-450

U-240

U-300

U-600

U-180

U-360

h - 2

底張コンクリート　σ ck=18-8-25
底 張 厚  ｔ=0.10 m
底 張 工　L=4ｈスパン

(0.3)
 0.5

(0.3)
 0.5

h - 2

 B型ヒューム管　φ200
　（外圧1種）

ｎ

1:
n

1:n

1:n

1:1.0

排水路溜桝（暗渠併用型）落差工図
（H > 3 . 0 mの場合）

※  上流側にエルボを設置する場合は、監督員と打合せのこと。

※　法勾配の変更及び小段の位置・幅等については、

※　溝縁（Ｔ）は、0 . 2 mとする。

　　監督員と打合せること。
※　Ｈ＞1 . 0 mについては、種子吹付を溝畔天端まで

行なうものとする。

※　Ｈ＞1 . 0 mについては、種子吹付を溝畔天端まで
行なうものとする。

※　溝縁（Ｔ）は、0 . 2 mとする。

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺　　度

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

5 - 4

令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（見六・丸山工区）
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a

c

E

h
0
.
2
5

H

0
.
0
5

b

(T)(T)

種
子
吹
付

種
子
吹
付

0.5

ｈ

0
.
2
5

0.3
5

0
.
3

0.5

0
.
2
5

H
h

0.55

0.45

0
.
5

t
=
0
.
1
0

 均しコンクリート σck=18-8-25

 巻立てコンクリート σck=18-8-40

 ヒューム管φ200

 排水桝

 塩ビ管VUφ200

 底張コンクリート σck=18-8-25
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立 ち 上 が り 部

表土面

コルゲート管 φ 1 0 0 m m

末端処理工（道路部）

表土

表土面

末端処理工

表土面

暗渠工・湧水処理工標準構造図

規  格 Ｅ

600×600 1.06

700×700 1.16

800×800 1.26

900×900 1.36

1000×1000 1.46

規  格

1500×1200 1.98

1800×1200 2.30

2000×1500 2.52

2500×1500 3.10

1200×1000 1.66

480

Ｂ ｂ

960

860

800

1160

横断暗渠埋設工

Ｂ 

寸法 ｍｍ

760

690

860

360

300

240

600

400

560

※　Ｗは掘削幅

460590

430

420 330

515

370 730

300型

360型

435

Ｗ1

600型

645

840

450型

規格

使用

240型

Ｈ

項目

区分

0.70

1.60

1.501.50

1.30

1000 82

1.40

1.60

1.00

mm mm

Ｂ ＥＴ

300

0.80

1.10

0.70

〃

0.80

1.301.20

1.30

1.00

〃

1.00

1.20

0.90

0.70

0.90

0.700.70

〃

0.600.60

1.70

1.60

ボックスカルバート布設

0.60

〃

〃

〃

0.70

0.60

ｍ

66

58

75

〃 700

〃

32

900

50

〃

〃

〃

600

500

400

〃

350

450

〃

〃

〃

〃

〃

800

Ｈ

Ｂ型ヒューム管（外圧１種）

ｍ

30 0.05

〃

ｍｍ

横断暗渠埋設工（3 6 0°巻)

区分

使用

35

42

38

規  格 ｔＤ

82

Ｂ型

1.10

1000

ヒューム管ヒューム管

1.55

1.45

1.00

1.00

0.85

1.30

0.70

0.65〃

0.75

〃

〃

〃

〃

〃

Ｂ型

〃

1.45

1.20

〃

0.90

0.75

0.65

0.60

0.55

0.85

0.75

0.65

0.60

0.50

0.45

0.35

0.35

75

66

58

50

42

38

35

32

900

800

700

600

500

450

400

〃

〃

0.30350

〃

〃

〃

〃

〃

ｔ

〃

0.600.0530 0.30
ｍ

Ｔ

0.50
ｍｍ ｍmm

300

〃

mm

ＢＨ Ｅ規 格
区分

Ｄ
使用

〃

Ｂ型ヒューム管（外圧１種）

横断暗渠埋設工(1 8 0°巻）

基盤面

基盤面

1.30

※   水平式水閘を使用する場合は、監督員と打合せのこと。

基盤面

Ｅ

 ＶＵφ125mm
　L=0.60m

 ネジキャップ式
φ100mm

 ネジキャップ式
水閘

吸水管 又は 集水管
　φ100mm

(末端処理工）
ＶＰφ100mm
　（無孔管)

(末端処理工）
ＶＵφ100mm

(末端処理工）
ＶＵφ100mm

末端処理工

暗 渠 ・ 湧 水 処 理 工 標 準 構 造 図

1
:
0
.
1
5

1
:
0
.
1
5

1:0.3

ドレーンタイプ

吸水管断面図（砂あり）

吸水管断面図（砂なし）

基盤面

基盤面

基盤面

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺　　度
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事業(務)所名

図面番号

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

5 - 5

令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（見六・丸山工区）

 目地モルタル配合比　1:2

 敷モルタル配合比　1:3

 均しコンクリート σck=18-8-25

 (基礎栗石有りの場合)

 (基礎栗石有りの場合)

 均しコンクリート σck=18-8-25

 敷モルタル配合比　1:3

 目地モルタル配合比　1:2

 均しコンクリート σck=18-8-25

 巻立てコンクリート σck=18-8-40

 巻立てコンクリート σck=18-8-40

 均しコンクリート σck=18-8-25

 水平水閘
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工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺　　度

会 社 名

事業(務)所名

図面番号

溜桝工標準構造図

溜桝工（Ｄ～Ｍ型）（鉄筋構造）溜桝工（Ａ～Ｄ型）（無筋構造）

Ｂ Ｈ Ｔ Ｅｔ 1 ｔ 2
区分

規格
使用

Ｂ規格
使用

2Ｈ Ｔ Ｅｔ 
区分

1 ｔ 規格 Ｂ Ｈ
使用

1 2 ＥＴｔ ｔ 
区分

ｍｍ ｍｍ ｍｍｍｍ ｍ ｍ ｍ ｍｍ ｍｍｍｍ ｍ

1.30

1.50

〃

0.20

〃

1.00 1.00 0.20 0.20

〃

〃〃 0.60

1.60

〃

1.20

1.40

〃

〃 〃

〃〃 〃 〃〃

1.00

〃

〃

〃 〃

〃

0.20

〃〃

〃 〃 〃

1.20 〃

1.60〃 〃

1.40

0.050.15 0.15

〃〃 〃

〃

0.80 0.80

〃 〃 〃

〃〃

〃
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1.20

〃

〃 〃〃 〃

〃〃 〃

〃〃

〃〃

0.60

〃
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1.20 〃

〃 〃1.40
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〃 〃
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〃
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〃
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〃〃 〃

1.20

1.80
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3.20

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃 〃 〃 〃

〃

〃 〃

〃 〃

〃

〃

0.20 0.100.20

〃〃 〃

〃

〃 〃

〃

〃

1.80 0.20

〃

〃

0.201.50

〃

〃

－８

－１

－６

－３

－４

－５

－７

Ｈ－９

－２

－９

－１

－11

－７

－８

－５

－６

－３

－２

Ｇ－10

－４

－10

－11

－１

－８

－９

Ｆ－11

－10

－７

－４

－５

－６

－３

－２

－４

－５

－２

－３

－７

－２

－３

－４

Ｄ－１

Ｃ－１

－３

－４

－４

－２

－３

－２

－５

Ｂ－１

Ａ－１

※　箱抜・切欠等については、現場状況に合わせ的確に施工の事。

※　規格を変更する場合は、監督員の承認を得る事。

※　鉄筋構造の溜桝については、別途配筋図を使用する。

※　使用材料については、監督員の承認を得る事。

※　基礎栗石使用については、監督員と打合せる事。

ｔ 3 ｔ 3ｔ 3
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〃
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〃

〃
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2.10

2.40

1.501.00 2.00 0.20 0.20 0.05Ｄ－５
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3
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5

※溜桝F型以上の床掘余裕幅Lはｆ≦1.0mなら0.3m、f＞1.0mなら0.5m
※溜桝D-5型についてはN=1：0.3

1.00 2.40 0.20 0.05Ｄ－６ 0.25 〃
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〃
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〃

溜 桝 工 標 準 構 造 図

福岡県 飯塚農林事務所 (農村整備第二課)

5 - 6

令和7年度　　経営体育成基盤整備事業
伊方地区　ほ場整備工事（見六・丸山工区）

 均しコンクリート σck=18-8-25  均しコンクリート σck=18-8-25

 本体コンクリート σck=21-8-25 本体コンクリート σck=18-8-40
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